




























































































































































































































































































































































































































































































は怒り一敵意 (AH)、混乱ー当惑 (CB)、抑うつー落込み (DD)、
疲労ー無気力 (FI入緊張ー不安 (TA)、活気ー活力 (VA)、友好 (F)
の7項目で気分状態を測定する。またAH+CB+DD+FI+TA-




















































































































定数項含めると Z=l.3 lx-0.36y-31.7 
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